
‐
一 一 －

’

二
一
ヨ
ロ
ロ
ロ
圃
間
‘
‐
‐
‐
’
１
‐
‐
Ｌ
ｊ
■
１
０
Ⅱ
Ｉ
０
１
１
１
１
ｊ
ｌ

８
Ⅱ

Ｏ
ｎ
ｐ

－
４
、

ヘ

国
971．S

'一△ 、’

｡,声~-､礁駕‘
Mt･･

」
戸

一

一

■P

■

6

’
1d

』

』

ウ
凸

L

I

■
1N

q 」



－ 一

－－r一一一一一

ー

1
｢一一

■､『

一一． 一一 一-－－

ﾜｰｰｰ｡』0~i'"1
、

ロ

〆

、

0

，ソ

），

－

型L」

、
ｈ

ｒ
ｌ
Ｌ
■
■
■
■

『
←

〃
″
″
，
》

ー

タ
グ・
ジ

亀
風
融
、
、
令
心
Ⅶ
⑨
党
Ｈ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
ｖ
，
〃
砥
‐
Ⅷ
画
《
了
，
、

ノ１
１

『

､
｡

、

一

軽
■

1
コ

八
一
瞳
Ｆ
幻
■

１

』

’
建
心

｡

口

画 ロ－ .、

●

一

〃

、

駁

き
く

；

■ 、

い
I

｡

，
L､

0

難、'’

0

亨秘
夢
呼
〉
の
愛
喚

筏
桐
井
及
初
ｌ
患

で
狗
乏
で
ノ
繩
悔
、
の

』
一

４

－

澱
仏
師
の
ｖ
今
７
ｔ

』
､

01

グ

|’

d

Q’ 1

b

■

L
l

F1〃ー、 4
1 ．

且

邑一ヒ

マ

＝ーｰ

言
ー ■



I
－ 令一

IW1J
』

勺

罰 ノ
〃
ぬ
〃
一

§
1L

丘
・

‐

辰マ一

ビｰ･31
里′

,戸弧』
＝

｛

ー

ノ

＝‐塁豊饒
哩弓2弾里 正

ゲ

PK

6

も
秋
ｒ
ｊ
ｎ
の

蓮 ム
グ

』

カ
ノ
、
て
渇
入
と
４
７
４
、
Ｌ
も
ゐ
名
少

集
害

I

妻 〃淵
必
膝
ソ

小
１
ハ
｜
画
恥
鞭
ｌ
蕃
八
撫
二
、
２
節
ろ
＄
と

２
１
つ
－
く
み
敬
黙
の
萢
一
区
侭
吟
も
串
？
駁

我
１
左
小
巻
陥
穐
陥
叩
の
》
恥
？
吟
世
に

；
オ
ー
Ｊ
１
‐
泌
少
↓
腎
祗
膠
恥
の
階
哩

Ⅵ
心
沁
の
蒜

小
無
手
、

。

《
〃
耐
＆
、
舜
陛
も
，

、
戸
ト
ー
’
４
凸
．
、
ノ

■
、

て
加
脇
、
兵
私
鋤。

！ひ

の
一

恥Z煩寡
、
恥
膿
・
霞
１
Ｉ
Ｉ
７
鰊
逗
ハ

グ

グ

も
り
４
１
１
１
１
，
ゥ
も
１
札
こ
ら
㈹
‐

域
弛

ー

⑫の

、
圃
・
ｍ
〃
』

P

･し
ｋ
Ⅷ
樅
の
６
入
導
患

ノ
知
之

シ
ｆ
ｎ
Ｉ
＃
も
と
”
ぬ
杙

守

甦
》

－1？
‘、 一

芝 ”
暫
く
減
を

~

毎
．
ｖ
ノ
ノ

噌
こ
仏
喰

用
■

漁
る
１
４
く

火 ‐

‐

1 ハ…

t

~▲
。■
墨
ロ
ロ
■
・
４ 1面 ． －毛

F

｡■『

U

牙

－－

夕
」

』

一



「 A，

々 、 、

〃
》

h

ヘ
ク
タ

〆
一 今一つ

､ノノ ′／弾
q

』

－国

三二二－言 二三二二

■
ｰ

ｌ
■
ロ
″

戸

j

H

c
r

,

。

『

■

F

卜

､

L
､

■夕

I
q

。

■
■
■
ロ
ト
ハ
■
■
ｒ
ｌ
」
■
■
座
●
』
岬
多
色
》
巽
》
か
句
、
’
鐇
画

ｒ

″
″
〃

L

】
卸
〆

てな菱
７
１
ぞ

ノ

『「

塞
貝
暦
番
西
仲
世
八
脚
‐

P

グ
、
冠
Ｐ
睡
口
▽
ロ
Ⅲ
０
．
Ｊ

１

●

炉
口
則
■
■
Ｈ
１

ひ

１
１

~

て
逢
ノ
、
艇
郷
殉
、
繩
く
塗

今

、
ｊ
ｆ
と
ｊ
～
で
、
清
の
凡
鞠
迦

１
句
と
凡
航
塾
金
箔
噛
玲、

臘
附
，
Ｉ
４
ｈ
恥
了
、
岬
ノ
ｔ
、
Ａ
ｌ
Ａ
１
Ｊ
川

の

毎
ボ

◆

、

~

Ｐ

‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
１
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
‐
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
●
。
●
０
１
‘
‘
０
０
０
０
‘
’
四
二
■
寺
一
一
■
一
■
一
口
■
一
言
詞
査
二
一
一
■
一
一
】
毎
口
■
自
画
■
■
ロ
ロ
■
ロ
マ
‐

１

－

９

、角

P

ロ

『
『

ノ

、

戸

ヤ

Ⅶ
、
Ｆ
‐
唾
侭
印
Ⅲ
川
Ｍ
円
い
デ

一
一

二

b

Ｉ

〃
『
ロ
ロ
ワ
ｑ
Ｐ

△

h

一

勺 ▽

'
1

4 ゴ主一一
一 － －



綴-手
心

ひ弓---ぞ ｡

酉
』
Ｉ
型

ヨ

●

＄
〃

＝－＝

■4

●

kF'Z 搾ダ掌、-.農'蛎駐、簿塒〆孚側鯉ざ識ヶ心,コ

ベ》速～ご-－一一"4AF－′少》一戸へ
､

移今雀、ﾉ＝ －溥－－ラゾ､'ず ．△”岬士ざ
草

･凸 三項皇一･ ･．一・℃､

夕、
‐一

一

径で｡P

′宝､卜や童、今戸へ易へ二g",SY一参′ 簿念割
4 。

4や､一再、3 $ﾐ一'一ぐ'､～A'電>" A鮮砿辛

糠唱-.公'陸､ルーモーご-ﾍ召一一Fイ録M'B,F－F

ざぎ､-f；、戸一〃，侭~'いふ～－≦参'''一■令戸
？雨唱 ，
滝

＆ 一

刃

■

’

１T＝
一
一

｡

4瘻
一 背

’

棉毫鰄
亀

一

且

■
‐

．

ｂ

伝

■

１
１露． ‐一 ⑩ ハム』



『
－－ 二 一 、一

●

一

'7
、

F

1L

二

苧

一

の

、
ー‐

合田

|’
可

六代 侭、 盲 、
麻電
繼の

勘
須 ﾑI0

γ
又

陥
叩
み
こ
の
や
り
／
腓
咋

ヲ
（
〃
験
祁
、
、
，
肌
律
Ⅷ
〃

ウ

Ｉ
蕊
蓼
Ｒ
篭

〃

ﾉ君 、

ト

用I

七
Ｄ
ｒ
ｂ

吾
●

｛

心
忍
縊
惹
恥
禍

●

函
遥嘘

、

ー

’

1vし ．、2
弼
ン
の
岫
為
４
ノ

ｰ

Ｉ
？
■
ヴ
ワ
唾
画
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
画
・

畷
ソ
強
凌
叫
の

殖
､,い

｡

＞

名
粋
リ
ｒ
ｖ
、
§
八
勺
の
ｎ
用

心
や
垂

で

全
わ
．
ｈ
脇
の

線
ウ

七て 、
桑
又人

の
泡

擢
化
も
恥
乏

戸
。

漉
警
急

塀
（
５
れ

し
り
Ｚ

ユの
中
Ｉ 三 熟砥ム ■

■
ぬ

凸
容
色 竃

』
）

7
1
（1

幻，
4．申

６
も
心

房

、

〆
●

象
。

I

｡省 由 胤
羽

』

』

屯重､之 茎‘翠 女弼 乏
b

I

／ 、
▽

‐ ‐ － －＝
一一一一一

一＆ 1_ _■F1ー ■－－ 』■『



戸一一一 一岸一一 一
－

〃

①

'ノ
’

■
』

=‐父=‐父
!：
一

]｝ 少ィ■

0 P

ゆ

、

舩
拠
γ
１
１
も
ｒ
７
Ｉ
』

７
ｌ
Ｗ
ｙ
ｌ
咳
吻
じ
の

、
ん
恥
リ
ハ
胸
応
ｚ
ｆ
〃
く
丘

４
Ｆ
の
，
ｊ
～
ん
川
１

砿
U

隅

ム

メ

ｊ
回
ワ
４
ｊ
ロ
ケ

ら
維
嘩
↓
そ

め
へ
、
Ｉ
式
ア

内
蜘
Ⅵ
‐
ｆ
Ａ

ｌ
１
う

一

。

アシ全一一アシ全一一

=つつ津=つつ津

七
『

一一
宇
ｐ

■

６
４
■‘ね

グ

’ 減
且

4
■

＆
凸』

一
一
一

一
一
一V，

と
タ

L し●巴

髪
i琵琶二一琵琶二一

境

ゑ一
一
一

一
一
一

、
』
肉 、

『
一

』

の
一

〃

‐ ‐つ

一

＝

ザ､次
ヤ

＆

‐…‐‐－ --- .--で▲当▲



「

M■■一

Ｆ

一

■
ー

『

I

&継豊鯵，「
【
ｌ
Ｈ
ｍ
Ａ
ｌ

や
■

一四

イ
ノ

ｆ
ａ
ｖ
Ｌ
〃
‘
且
の
〃
〃
く
い

＝

ヤ W
1 =I'

瑞
菱

』

M

0
1

かり
７
４幸

も
く
妨
の
剃
側
Ｊ
‐
、

一
伽
硫
い
，
ア
、
、
、
竃
．
ｒ
蝿
ノ
ー
、
．
《
知
弘
い
』
ワ
、
嘘
鑑
７
１
段
、
Ｊ
１
、
４
ノ
〃
ド
ト
峰
ツ
ワ
く
‐
偽

肘
叩
く
ｌ
ｊ
細
叩
ｘ
み
の
…
Ｙ
ろ
、
１
今
卜
く
２
噸
＃
帆
争
肘
い
僻
や
ぅ

萱
蝿
皐
星
Ｒ
Ｉ
１
臆
〆
鵬
さ
富

ｖ
／
ヱ
ィ
ｆ

灘
、
難
の
八
、
ょ
猫
よ
凡
僻
久
う
』

島

&
＃

の

〃

；
〆

心
、総

ユ
リ
歴

■

§
寺
？
の
曲
撒
鼠
小

一
や

剖
脇
～
も
、
乱
お
ｌ
該
い

側つ

少

！
，
ｌ
ｌ
Ｊ
仇
暫
、
が
く
Ｉ
や
ｉ
ｖ
§
脇
権
Ⅷ
ｆ
志

“
の

汐

。
。

埼
八
ら
ハ
ゼ
域

ァ
、
了
，
＄
ふ
の

1

l獄

’
ワ
７
１
３
〆
７
～
．
§

い
，
Ｆ
》
ｒ
諺
／
、
く
Ｕ
、
、
画
酬

ロ
．

之
”

・白

~

､‘

津A
可

一
一

一
一＝ 一一一一



「

W－
－－－－

一■

●

g"-
口

』

言一一一一一一

口

座

h

イ

’
h 》

》

ｐ
《
『

＝

〃
－凸

、Ｊ
心
恥
ｊ
ｆ
い
鳥
信
ｒ
ｚ
の
鼎
を
七
塁
聡
ｒ
１
１
多
〃

ケ
ハ
ノ

ー
旧
旧
■
■
二
口

ｰ

|＃

お
礎
七

毒
１
１
１

ｉ
ｌ

勤
、
為
り
陥

」A

●

汁
ｒ
の
赴
愈
剣

、

。

、

功
じ
ふ
Ｌ
朧
叩
の

■

」
一』

１
１
ｌ

Ｉ
Ｉ

ノ ／

、bＡ
Ⅶ
“
や
叩

少
4

』

●

園■

1

■

&

で

ｊ
ｌ 1h

秘
脇
心

を
媒
↑
侮
鯵
黒

口 q

ワ

」

込ー



|I I

グ

6
1

1P

~ー
‐

ｌ
ｌ
Ｌ

ｊ
ｄ
ｑ

』
ー

芦

G
一

↓
Ｊ
１

ユ

ー

ト
I

ji

樅

β

一
、
為

‘，

しち

タ
泳
の
裳
武
人

》
亀
悔
み

り
向
ｌ
の
叉
７
１
４
総
川
う
４
逆
で
、
圃
可
ら
翁
雛

↑ 一
Ｉ
Ｏ
５
－
恥
凹
皿
呼
酎
垂
一
“
皿
・
弓

0

令
兆
録
て
、
今
応
急

ｰ

喧
巌
心
ノ
ヘ
ら
と
刀
で
し
旧
斌
の
？
〃
い
１
１
１
き

'b
、

し
I

●

I
〃 q

{『垂 をVL
■

§

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｒ
Ｑ

４
塁
ｗ
辱
》
ｂ
恥
〆
ｂ
厚
、
０
Ｊ
今
鐙
沙
諺
″
’
１
小
遣
ツ
ｆ
ア
ノ
吟
杢
短
径
》
１
１糸

dj恥
胸
の

蟻
ｔ
～
か
も
乞
呑
池

『
』

｡■

ノ
ト
ル
蕊
・
Ｉ
ノ

､
す
て
継
奮
丸
噌
膳
珊
菱

■

、

ク

１
，
ｋ
Ｑ
”
？
ｋ
ｎ
Ｍ
も
和

内
●

写
ら
ず
０

両

Ｊ
ｂ

陣、 4
ﾛ

壷
〃

●

I

鳶1膳芯
塚

I

F

雷
Ｉ
花

ミ水 島乏鞄 雄撚惑 溌瞳 乏

唾

一一＝



「
一一一

、

0

’
字リ

二

L‐

＝ー

、
と
も
ｌ
、
吻
馴
７
ｆ
い
む

蛾
１
１
小
誌
術

雄

Ｇ
、

、

今
ｊ
ｌ
ｒ

り
が
〆

皇
俺
叱

鋤
７
い
唾
く
ょ
り
ぐ
れ
り
ら
１
や
ら
、
吟
～
～

林

●
Ｉ
＆
皿
酵
‐
一
心

４

10鯰

峰
~

■

局
P

b

ﾚヒ

<ろ

系
で

●
ら
域 ド

ー

℃

h

、
灸
瑚

、

急
毎 砥

の

ダ℃
●－

‘ヨ

”
● 4 V

の ロ3

Ｐ

肌

砠

■

１
Ｊ

、
■

ひ/ひユ

ーI

’
1

水
一

餌

二

I

戸一一 rニーローーー＝



『

１

１
１
１

0

「

凶
Ｉ

’
二＝

6

▽
ｉｉ
ｉ
■

■

Ｆ

‐

け為
Ｚ
姿
、
？
や
色
で
、
七
１
ｔ
４
４

域
岫
１
乱
胱
一
恥
湾
Ａ
Ｊ
３
、

ろ
１
鐙

の

房
を
慨
１
恥
雅
ハ
約
残
驚
地
７
鍋

4，

「

域
ｎ
ｏ
跡
唄

‘

で切
↓
他

$

の
帆
縣
４
や

仏

I

１

１
１

、

漁
り
の”

侭
込
“
ぬ
一
一
ｂ
可
十

“唾
叩
１
１
１
魁
塾
も
碗

R

日

凋
将
風

』」1
一 一



－－一一一
一一一’－

１
０１

ＩｊＨ■■■

当
亨

値。
》

，
雄
心
急
１
う
も
蝿
岡
苓
、
ｒ
執
謨
γ
胎
式
時
ｌ
》
伸
吻
鈴

今

‐4－心壷騒こ
〆

一

一群 夛

→

妙
高
γ
１
汎
杙
ぞ
と
ア
ッ
う
ム
リ
了
偏
食
届
る
島
崎
Ｉ

ザ
２
４
い
ゅ
ヘ
、
ょ
曲
か
冷
ら
ア
亀
非
仙
心
沈
、
４
－
伯
’

胸
の
う
ぐ
、
ノ
ハ
ｊ
も
Ⅲ
叩
ｒ
埼
吋
、
う
人

笹
Ｉ
批
中
Ｉ
の
ｒ
４
鳥
ぐ
、
４
雌
叩
小
曲
刷
り
Ｉ
松

~

1
方
ら
皇
ね
’
樋
に
虻

噺
笂
の
鴨
１
才
芝
乃
？
強
囎
璽
袈
穐

鋒 鵬
７
１
く
、
Ｈ
１
の

茂
り
、
も
一

凝
彦
七
一

卜
Ｂ
ｙ

ｅ

蒋
担

袷
蝸
く
み
了
ｊ
ｌ
ぞ
玲
刈
内

へ

碑
１
勺
く
夕
１
次

ト
垂
一

I

函
・
冤
作
Ｌ
、
／
』
ず
〃
‐
１
／
／
伽
Ⅷ
‐
，

●
､、

i
9

遅
瀧
人
唖
沁
形
ら
狩
試
～
れ

急
豊

え
た
鮒
い
↓
ｊ
れ
／
Ｉ
、

７
ｆ
も
人

。

ｋ
３
＆
ふ
る
師

書
喜
色

『

、 －1蝋、

I－
q ～

伽
雌
ん
術

一

ろ 七

で堂
一
一

セ童恥ミ 遊
水



↑
． ，辱《－レクタ、心』､←へ〆純‐へ－，亀へ鐸受

馴､－や1－'ず．¥,侭､八'，い』､≦会全ﾏ､ろ弾

垈へ夢ミーヂ．§二へ< '､J~ヘノRfN-ご-6

壇駁一,瞬逹'--予､八′簿谷津今冬ハ ＆公
～毎

霞負令'、号寧金ﾊｰﾉ、_（肴魯怠′命二一，凄－ず 堂'～冬腰一・“も大冬今へヘバ室迄
、

’
〆

今

や
戸

。
、
ロ

ｊ
ロ

グ

一

『
二
一
一

ザ

一口～

毎 1 且

q

■
ｌ
■
■
■
■

１
１

二●

碧
ら

睦、 ●

種板金'",糾､鞍｡
I

苛
盈
乃
至
沁
唾
画

幻
至

鏑考筆,<、一塁禽一会事冒､童･鼬S〆ィ全へN逼塞一今尹

参I油辛督曾黛蚕輿

信卜心亭、茎鵡〆-芯ベーム‘-ざ~ごへ､一

‘鐙~2t-,．誓一曹騨蕃蝉
,一塁急今簿会等｡津

、

〆~-S,s､sr-"妻等一号,3今へ童も鮒冬'愈亟擬軍
學J§・鱈バーペ陰,a学夢證,J~へざ-で‐へ〔や念趨伸重き

〃

Q

’ 4-wl今』



P
一

’
一
も

一 一一一

I ､

、

・
ｈ
ｌ
凧
Ⅲ
川
Ｉ
」

震

，
回
”

や
災
、
勘
弓
，
４
１
１
、
圃
１
の
山
ｗ
ｙ
や
》
秘
沁
弥
ｕ
Ｉ
１
剛
ｖ
・

癖
戸

溢
肪
／
仲
’
て
Ⅶ
内
、
翁
！
さ
、
刈
る
私
！
い
い
聖
Ｊ
§
雌

＃
娘
ゐ
ら
と
４
く
ｆ
か
、
凪
ま
γ
ｋ
〒
ん
畳
匡
§
縄
／
外
為
争
恥
主

侭
ソ
ｊ
ｊ
Ｙ
、
４
稔
姪
ソ
や
Ｊ
ｊ
、
ｚ
心
せ
よ
Ｉ
ｋ
Ｉ
Ｉ
鶴
鼻
岬

島
喰
定
吋
／
，
い
巖
て
、
ｊ
患
吃
総
紫

苑
う
？
み
ぬ
紳
急
や
１
．
恥
令
純
旋

毛
１
、
蛎
催
蝿
ｌ
ｎ
Ｌ
八
Ｊ
噺
吻
～
１
勺
恥
１
聡
泳
側
、
馴
患

灯
騒
の
、
↑
や
、
砲
榔
九
入
冬
凝
ら
；
霧
い
人
嘉
ェ
為
岸
中

〆

叩
９
Ｊ
ろ
、
＃
＃
ん
懇
乙
や
聯
‐
饗
謝
れ

Ⅵ
‐
ｖ
み
や
？
ｊ
１
ｉ
ｋ
ゐ
ぃ
均
う
～
ｊ
尋
獄

農
３
や
瀦
隠
零
八
、
１
猟
仙
ｊ
１
も
沖
協
の
Ｌ
も
１
１
恥
＃
旭

砕
室
１
球
縫
う
Ｉ
急
奔
咄
昌
溌

岡
１
宝
捻
可
蟄
崎
喝
ノ
ヱ
１
４
…
州
ず

、

㈹
４
，
う
４
句
４
Ｋ
鵡
心
と
Ｉ
や
～
油
６
の
ｋ
ｙ
Ｉ
淵
墳
喰

１
Ｆ
の
、
Ｈ
ｌ
Ｉ
ｌ
的
』
桑
炊
珍
Ａ
ｚ
ｒ
肖
胤
笏
ｊ
恥
咄
金
陥
＃
１
水

尾
匂
く
４
り
も
字
も
，
７
１
ム
リ
ー
イ
Ⅲ
１
Ｊ
い
り
Ｉ
窯
仲
令

姿

毎

、

Ｐ
ｂ
ｒ

ｌ
■
Ｉ
咀
咀
別
１
１
‐

一一

一一一 一 -－ 一一一

L‐_－－－－－－．－－－－－－

一一

ー

－－



り
Ｉ
ｊ
ｈ
抄
～
～
§
詞
内

応

一
、
尻
多
陰
、
②
１
４
も
咄
γ
ｆ
い
め

一

【
‐
，
ｌ
ｌ
ｈ
Ｄ
貯
一
卜

一一コ

内

0

一
側
竪
Ｐ

喪凶壹
謬

ヱ
ｉ

ｎ
側
の

い
｛
■
ｒＯ

●

１
句
恥
ｋ
の
り
ｉ
恥
も
Ｉ
堂
夢
Ｉ
Ｌ
１
〃
吟
Ｉ
ｊ
ｆ
い
１
屯

人
矛
了
‐
賭
吋
ツ
ー
仇
玖
１
１
金
岡
‐
蓼
邦

，
句
払
§
め
る
も
’
よ
農
係
フ
ァ
ォ
ャ
７
９
く
斑
り
恥
仁
愁
溢
北

、
咽
恥
令
伺
ｌ
、
ノ
崎
１
４
勺
ｆ
ろ
ら
＃
妙
ｌ
ｙ
ハ
サ
静
恥
ら
側

野
躍
る
や
噸
ｆ
旗

入
４
Ｙ
象
の
ｊ
α
伽
〃

Ｙ
牡
ｆ
阜
俊
も
，
な
り
’
そ
て
，
息
キ
ー
称
Ｉ
ぃ
仏
恥

Ｂ抑
ソ
ら
ら
説
や
号
侭
勺
の
シ
７
１
患
墓

Ｉ

I 』
．

ｌ
、
ろ
γ
ｒ
１
２
曲

１
ケ
１
拍
７
１
や
Ｉ
ｈ
、
乳
州
Ｈ
１
典
斗
十
且
削

り

の
あ
や
う
‘
６
露
う
Ｉ
ｊ
睡
鬮
驚
滞

塁

秘
Ｉ
も
易
糸
奇
琴
ｊ
ち

■

り
ふ
廿
永
狐
蜜
仙

恥
ｒ
７
ｋ
ｌ
腓
稚

切
叱
汝
魑

二

■

■

■

■

■

■

■

■

Ⅱ

Ⅵ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

０

０

１

１

１

４

４

１

１

１

１

１

１

■

Ⅱ

Ⅱ

１

Ⅱ

Ⅱ

■

１

１

１

１

１

妙
”
×
墓

1
厚

-‐ -ゴ ー‐ ‐ ・ ‐ 一1
一



I
－

。

灼

込

丑

■
叩

一

恥 一

、
と
肌
輌

腱
堀
呼
～
Ⅷ
仰
ノ
ー
加
州
Ｊ
ｊ
、
乢
噸
〃
聯
１
恥
絡
承
今

輿
狗
寿
Ｉ
や
輪
尋
偽
嘩
か
ｊ
、
‐
Ｉ
’
、
“
‐
”
メ
ー
も
侭
乙
，
仇

零
に
？
叩
ｉ
ｆ
え
１
号
Ｉ
で
幟
要
Ｔ
捲
守
芝
ホ
ー
蜜

御
１
１
毛
を
ね
、
Ｉ
式
馴
‐
導
ム
ラ
上
測
岾
延
４
ぢ
伽
叩
列

■
■
▽

ｙ
砿
ろ
や
小
、
愚
ゆ
め
３
ｋ
ｚ
除
ｒ
了
や
り
衿
，
希

‐
β
式

蠅
七
汁
？
く
ろ
さ
ｌ
を
夕
是
や
患
ら
ゐ
：
關
溢

、
樋
‐
の
為
ァ
‐
く
Ｊ
』
箙
？
、
Ｉ
〕
〃
冠
一
ら

七
，
燕
や
嘉
糸
脇
、
１
も
蝿
ｒ
ｉ
託
、
Ｉ
卒
ト
ー
‐
恥
機

島
1

Ｌ
ｙ
息
ｉ
ｎ
子
や
Ｉ
仕
歩
７
１
１
１
マ
ー
ム

脳
Ｗ
１
Ｙ
喝
ｉ
ｊ
、
施
叫
、
４
１
１
‐
れ
’
１
、
狗
謬
ノ
７
Ｊ

６

■

系
そ

螺
そ
。
七

11

催
､

弓 p

n

h

O

A
I

9

I Ｉ
γ
勺
人
ｌ
‐
１
２
仇
や
し
と

I
ノ

●

3

ロ

浬
岬
’
八
り
咄
恥
ｌ
釦
恥
怖
洪
Ｍ

や
Ⅲ
芝
樋
逼
１
段

や
ら
小
穐
、
二

I
Ｐ
ｃ
Ｌ
ｅ 、

ｑ
１
勺

山誌凧

ql
一



』
＝ 一

’ 1

■
■
■
■
０
０
１
１
１
１
■
■
■
■
１
‐

》

I0

.､霞靜顧.職
へ出F･ 一

一

▲

『

左
乏

つ

芯
１
ゞ
悪
～
く
ち
抄
も
蓄
農
わ
く
Ｐ
物
冊

、
童
心
夢
ｒ
又
堆
へ
忍
基
菱
拳

爵
，
－
７
や
小
筐
や
協
叩
／
ふ
ら
‐
讃
剛
蓑
ｆ
Ｉ
ら
、
ぬ
り
ｒ
洲
い
ぃ
願
》
一

蝋、
為
ｉ
均
‐
脚
を
蝶
僻
を
八
胤
入
鵬

為
’
二
や
薩
仏
あ
あ
為
、
詮
楢
為

も
ロ
、
Ｇ
Ｅ
■
育

論
編
や
心
燭
脇
１
１
く
あ
，
注
ｒ
ハ
ノ
ー
ー

や

握
雲

ロ

ロ

お
１
も
で
式
Ｙ
ノ
ヤ
ｒ
う
ぐ
４
１
４
吋
巡
乃
う
ｌ
Ｆ
Ｌ

雌
も
蛾
式
島
千
、
１

恥
ｔ
迄
の
仇
も
喫
蟠
；
ぬ

1
心
「 ‐
戸シ少

I
，

Ａ
、
メ ら

0
●

卜
而
ｌ
の

齢
し
、

恥
略
く
犀
で
１
１
輪

。

，

十
躯

錨
１
を

隼
〃

し

m一モーー ．.‘‘‘一一‘･－､=---=- =-一一・・・一----一一
’ー



‐

1
－

１
１
１

ー

〃

●

鰍瞳子.一睡短
qへ〆r、

、

聯
ｖ
２
ｈ
亜
Ｋ
２

脇
や
２
９
や
斧
１
１
１
も

慰
憂
地
１
１
本
多
淫
、
よ
き
鼻
Ｌ
や
尋
Ｚ
７
Ｉ
為
令
腸
や
慨

凡
披
の

6

■

池
峪
恥
／
ｆ
恥
母
．
肘
、
〃
ｆ
り
Ａ
鼻
弧
ツ
ｉ
ｔ
入
、
、
、
１
Ｊ
Ｉ
Ｌ
ノ
ツ
ｈ
、
／
今
ハ
ヘ

ー

．

■

且
ｐ

齢

Ｂｉ
い

■
６
夕
●
』
１
１

⑪
〃
－
ｔ
“
》
１

１

Ｊ
で
で
■
１
１
●

蝿
ふ
ゑ
ｆ

Ｉ

ｔ
を
ム
Ｌ
，
１

含
ｆ

1
1

，

｛
ザ
姪
氏
の
２
恥

"

蝿 9

Ｙ1
！ｅ

ム
ｔ
ｏ
の
為
殖

蝿
、
蝋
内
弗
も
ｈ
ｌ
ヤ

ロ
●

画

１

１

℃
乳
§
ろ

蝿一●

秒 埼
鹿
芝

＃
１
岬
Ｉ

ハ
“
一
ｍ
Ⅷ
、
’
血
唱
皿
恥
”
恥
釦
》
四
軒
Ｆ
・
伊

抵
個
・
《

一
二
（
”
咽
翻
２
Ｊ

含
吸
稜
哩
珊

&。

‐
、

駒
彌域

一

一



〆
品御

、

●

●

輝
鴬
耳
介
ム
コ
ー
ー
蝋
仙
、
．
、
ｊ
、
／
‐

芦
、
品
ｒ
Ｊ
ｒ
Ｌ
や
、
ｘ
薄
ら
乃
唾
く
４
も
寵
て
ゐ
’

途
１
１
亨
倫
為
や
曇
瓶
の

や
Ｉ
の
℃
や
衿
‐
の
少
輪
、
焔
あ
け
‐

を
１
溪
拓
や
琴
と
ち
の
め
竃
珍
～
番
，
姉

Ｌ
恥
之
篠
、
Ｉ
か
Ｉ
ｒ
よ
ど
崎
ぐ
愉
榔
Ｉ
の

利
惚
の
鍔
碑
と
〃
そ
う
″
蛇
珍
を
～
や
あ
ｊ
雌
卜
０
易
． 一

醒
評
恥

臓
ｊ
皇

屋
》
ゑ
ゃ
《
”
垂
、
↑
八
、

琴
Ｉ
篭
諺
２
暮

一
聯
嘘

雫
一
一
ｍ
望
ｒ
，
甑
Ｐ
ア
、
碗

、

Ｉ

ｉ

り
，
ｚ
や
，
ｋ
１
Ｉ
／
ｊ
、
〆
Ｉ
魁
〃
、
１
１
１
，
１

斗
又
，
Ｉ
の
？
γ
も
く
Ｉ
、

一
町
１
１
も
？
、
１
秒
１
ヶ
Ｊ
ｋ
ｒ
脚
蓬
蘇
琴
一
礎

…
寒
一
、

や更
な
や
蓮
の
参
兆
恋
心
守
‐
澆
塙

』
、
魁
の
Ｐ

鴬
満
峨
や
起
り
；
、
ふ
骨
葱
も
酬
零
ウ
リ

ｆ
γ
↓
て
唾
、
よ
号
乙
恥
１
Ｊ
記
や
令
詮
の
、
玉
喰

ケ

』

鈴
‐
の
砧
や
毛
、
、
７
Ｊ
侭
ｊ
沙
鰡
尋
収
量
弾
，
諭
嘘

亨

畷
へ
も
、
詞
の
Ｙ
４
、
ｊ
Ｉ
Ｉ
ｌ
や

、 ＝

１

可

司

ゆ
■〃

0

詮
嘩
晶
ｆ
ｊ
、
総
ｐ
冠

(f
1句

４
ｑ

あ

Ｐ

■
▼
ｊ
ｄ
引
川
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｉ

Ｆ
Ｌ

秘

P

1

_－ －℃L伯 一



、

▼

●

噂'．

一
ち
や
み
や
く
、
や
喝
や
亀
心
窒
え
れ
｜
非

為画
令
乙
小
４
４
ｋ
重
、
恋
吋
‐
や

ヌ
識
毒

《

一
学
’
サ
ヤ
ー
ｒ
い
の
卜
狗
ｔ
～
り
ノ
網
‐

稚
零
丞
翻
凡
の
吟
で
Ｉ
式
巧
４
１
稔
り
腕
衝
Ｉ
邸

を
卜
畠
叱
罵
い
む
で
～
壇
や
、
溢
ｊ
ヘ

デ
芝
潭
曼
こ
む
峰
礁
公
鮎
吟
く
識

釜
員
ａ
１
や

了
を
農
脈
瑚
さ
撒
剛
、
１
４

侭
仏
や
笹
ツ
ー
で
烏
ｌ
ら
芯
、
４
も
皇
く
２
１

；
●

面

ｑ

‐

可

閏 、
型

《
■
守

螺
七

l』

の
蝋
↓
１
４
ｈ
脳
久
久
も
仰
‐
Ｉ
ｚ

9

ノ
為
翁
、
伽
蹴
棚
吻
の
肋
州
ｒ
勺
ｌ
ふ
ゐ

払
匂
ｆ
噌
や

取
り

斥畑

＝

1
、
秋
や
も
狐
ら
ゐ
聖
ｒ
ｌ
・
１
１
１
▼

泌
皐
恥
、
ぺ
犠
漁
を
顎
■
称
二
一

も

喝
も
臘
駕
蝿
識
域

呼
農
心
仏
筋
易
恥
吋

一
萱
総
佳
’
齢

褒
、
・輔

恥
馴
諺

ｌ
脇
ｒ
Ｉ
ｉ
、
蕊
鯛
“

○

蹴
鞠

燦
吋
／
ゐ粂 一

裁童＆
丈四
画 一

＝

■

け
一
年

魅

L

,j

4dl l 」 ー



－－－

１
１
１

津 金

一

,,＝j錘

へ源$穴

Ｉ

嘩
息
雪
の
溝
ｊ
、
Ｉ
‐
Ｉ
乏
切
，
や
遷
Ｉ
！
」
鵬

”
幅
唖
，
／
↑
も
い
“
海
為

鉱
Ｊ
ふ
ｒ
史
奉
一
一
姪
，
、
為
３
１
－
為

晨
叶
ら
１
１
１
札
唖
丁
ノ
、
『
や
．
溢
詫
、
可
山

脚
鳴
く
ｊ
ｌ
Ｙ
偽
γ
１
絢
暑
血
乾
の
ゆ
ｌ
や
恥
舛
繭蘇

鉤
の
ｚ
ｒ
ｖ
秀
１
，
４ 聡

一
、
３
角
’
て
言
論
鷺
田
噛

令
ふ
み
１

●

瀞

の

執

り蝿
踊
く
八
の
霞

臓

毒
島
，
心
￥

弦

菖

、
雪
、
●

○

吟
。
●●

恥
ず
ゲ
セ
く
く
伽
脇
叱
溌
珊
晶
Ｉ

会心
６

繩

蕃
灸
生
松
偽
、
や
」
ゞ

戸
谷

逢
兆
や
〃
喝
１
畷
Ｉ
喝
撮

吟
愚
払
い
揮
仲
ｔ
ｉ
偽
り
ｆ
～
４
Ｊ
、
九

一
吋
ｒ
Ａ
で
曇
ｔ
く
４
玲
争
１
、
や
蝿
ｆ
７
ｌ
心
臓
一
路
采

洋
恥
Ｗ
７
ｊ
ｆ
＃
の
ｆ
ひ
基
１
殖
ｆ
Ｉ
ら
や
獅
及
本
皇

二
蕗
茨
ぞ
く
脇
‐
て
弓
～

上
野
〆』

I

〃
℃
・
も
込
戦
儲
や
魁
功
ァ
７

、

1

1
ウ
ー
く
、
職
４
Ｊ
守

と
仏
端
帥
伽

偽
七
人
海
跡

喧恥

)可’

l l

ｂ
ｂ
、

通 需

壌二
喰
翻

毬争老

」L可

ｲI，、
蕊

伽

ｲﾏ,

q

､

全
I

I

け

凸

型



一一－一
－

’

牽●
一

一

面

，,虐宗デーも礎宰泊り
へ

入
城
の
蜘
椰

評
へ
▽

、
心
寓
呼
の
ｊ
池
牢
』
（
、

■

混
乎
Ｉ
Ｉ
Ｊ
凡
』

や

琴
』
令

芯
珍
切

、領

鑿1

1
■

失 を
副
力や

縄
i疋空

L、

I
の ヘ

I

雰吟
１
１
兆

＃
ぬ
恥
ｊ
ら

づ

.X，
①

砥 ？
～
心
乙
心
季
２

－＝→ ｡←守

・ ロ』P■窪

Q，
〃

i
毎

号

で や
、
を

一

②

て 鳥
１
垂
言

、

､､

1‘ヤ

1'ん 4角吋
、

是、1

急
I

弓

拭
砺
凡
魚

今
串
ｂ
』

IIIl 1T

窃

ヲ
｜ 卜
4W

AL
f

■

ー

〆 り
り
″

b 今

jI F
可

Q

字

錫、

● ＝■rq ｰ且 一一 一口



’
１

一

陣.唇＝一通髄癖当
＝、 dF8m 一

我
艶
乏
や
ｊ
入
惨
、
、
～
〃
ぢ
ト
ァ
了
倫
へ

ｈ
緑
、
、
心
、
お
Ａ
“
の
浅
』
１
１
、
く
ら
晩
い
遣
り
～
ｉ
仏

華
仰
刊
が
ｉ
旬
ｊ
Ａ
１
４
味
？
ノ
ル
ヘ
マ
、
／
１
１
ノ
伽
Ⅵ
１
４
恥
Ｙ
５
ｍ
蝿
も
ハ
ノ
仙
叩

▲a

ｂ
ｊ
ａ
■

遂
凧
蝋
や
婚
に
う
ｆ
少
啓
少
て
く
喰
少
シ
，
雰
胸

ｈ
Ｋ
凧
、
州
１
の
卿
へ
、
恥
蝿
寸
Ⅵ
‐
１
１
‐
や
、
・
叶
い
Ｉ

刺
ｌ
縦
の
入
ｖ
や
、
伽
ｙ
ｈ
や
蓄
欠
駒
１
４
乳
柳

陰
登
為
り
仇
‐
為
１
１
て
抑
’
縦
の
誼
Ｉ
く
い
牢
瀦

も
人
そ
ぐ
い
愛
吸
む
吋

撒
つ
１
１
ら
一

磯
あ
く
瓶
や
一
〃■

●

急

蝋
１
１
＃
ｌ
ノ
リ

士
恥
の

吋割

縦
ら
硬
ｖ
う
そ
、
や
総
獺
の
騨
謎
～
八
Ｊ

蚤
小
幅
や
噛
棚
‐
、
う
戦
の

！
伽
１
Ｊ
箙
、
や
油
川
の
￥
５
１
，
ｔ
ひ
ヤ
時
ク
Ａ
、
１
１
亥
矧
Ⅷ

溌
鉦
７
八
ノ
ハ
．
ｗ
Ⅷ
ｊ
‐
よ
了
、
．
‐
姉
、
１
１
１
１
１
‐
＄
泌
胤
も
卿
が
ｖ

脾
？
、
芯
の
ｒ
う
と
ら
Ｌ
中
や
蛎
内
、
川
可
稚

1

ﾛ

４
Ｊ

X

11

這垂・

6小

』‐

了 ‘

j,,h"

猫
鞄
里
九
クム

ロ
マ

大
蠅
や
蹄
蝋
総

伽
や
均
一
酌
小
仏
脇

■
■

穐
井
一
琶
端

r

淵L 1

句
一一 ’一 、--- - －－－．－



一 ■■■■■■■■■■■

１
１
１
１

義
１

１

１
１

１
１

ｒ

〆

▲

！

１

や
Ｚ
側
鋤
ｊ
ｈ
ｊ
や
１
１
勵
皿
了
、
班
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｌ
ノ
ー
８
Ｊ

笈
Ⅶ
猫
や
ぜ
く
？
§
茨
《
Ⅵ
だ
れ
１
？
小
左
女

蝿
埼
や
。
洲
Ｊ
も
聾
ふ
く
く
弓
４
溌
冷
鷲
が
芳

夕

泉
が
質

Ｆ

１

Ⅵ
，
脚
械
や
ｎ
Ｎ
ｌ
ｖ
４
Ｐ
吋
人
亨
ら
坐
Ｔ
脅
劃
冊
．
Ⅳ
凸
‐

~

９

ｋ
城
呼
も
驚
く
ぐ
鴻
脾
ｆ
Ｙ
地
魁
落
ｌ
ｌ
１
Ｑ
ァ
３
う
崎

〃
叩
賎
忽
ハ
ヮ
紅
４
１
１
Ｊ
↓
瀬
ら
＃
ぬ
‐
、
秒
勺
１
１

一

ユ
リ
旬
の
？
７
１
Ｊ
い
い

。

；
柔

偽
７
戯
ら
く
Ｑ
ノ
、
当
Ｉ
？
恥
氏
ｊ
、
や
婚
の
、
川

溌
蝦
の
膨
蝿
砲
、
入
れ
７
ｆ
Ⅵ
い
み
隅
ち
ふ
１
１
１
莨
瀞
千
脚
砿
Ｕ
淑
怠
Ｙ
う
＃
よ

農
間
Ｉ
や

猶
を
１
１
〆
珍
、
粉
叩
、
人
ｌ
ｌ
Ｉ
ｆ
１
Ｉ
ｊ
大
内
Ⅷ

呵
側
Ｉ
迄
為
ぐ
う
』
て

0

W

魁

I 今
、
７
ず
ら
や
い
’
ぬ
必
も
ア
シ
肉

１
，
Ｗ
ｕ
、
Ｋ
Ｉ
Ｉ
〃
》
》
ノ
リ
陸
匹
伊
、

守
義
Ｌ
‐
約
４

､科

’
〆

蝿
う
～
～
永
種
恥

Ｐ
ジ
リ
§
く
い

て
や
を
免
丙
縦

II｢

I

し

由

L

P

’

《、

f
一



－ 、一一

■
≠

’

| ’
毎一

余
崎
１
３
鈴
敬
う
途
§
～
墓
砂
も

①

詩

ｰ雷祷"-溌露
Ｆ
Ｆ

ヘ

遜
や
ｆ
や
碁
Ｉ

胸
叫
、
今
ｆ
Ｌ
く
ば
り
’
１
ｆ
卜
、
廠
陰
Ｋ
７
ｌ
ボ
ハ
ｒ
ら
や
４
Ｊ
誘
い
可
閲
１

恥
叫
の
董
工
賀
芋
２
《
荘
う
げ
↑
‐
附
騎

＃
／
ザ
薑
Ｉ
風
、
蛤
．
駈
妬
皇
；
１
聡
田
稚
恥

全
ン
和
や
働
↓
抵
Ｊ
も
蝿
、
氏
嘱
淘
ｊ
１

市
叱
易
ず
く
あ
り
小
蝋
り
ふ
シ
ｙ
ぞ
ぃ
孝
義

も

八
詞
や
も
名
兆
く
ず
Ｊ
１
〃
等
号
の
り
再
審
碑

I落
す

Ｍ
Ｉ
４
煎
り
～
淀
２
侭
１
１
１
１
弧
７
４
１
ｋ
靴
腓
ソ
加
↑

幟
１
１
麓
１
の
一
城
罰
逆
Ｋ
や
も
ｒ
や
１
１
亀
今
万
還

全

４

－
鬼
ｒ
３
７
ｋ
ｊ
＃
ぬ
と
ｆ
ｉ
移
伊
３
、
や
茂
り
の
師
７
光
典
蜜

a

慰
嫡
や
む
ら
笹
守
尾
叱
攝
＃
河
嘘
罰

一

画

〃
一
ｍ
笥
過

雅
弘
卑
則
曳
施
弓
冬
鳥
通
闘
縦
”
、
斗
皐 !
‘

先
孝
ふ

り

於
八
眺
憾
耐
い

あ
品
噸
ｉ

９

七
参

で
》
屯

↓
』■

内
ｊ
入
い
も
土
可
ｆ
愈
小

▼
‐
．
』
一
一
ト
ー
１
１
－

I

勢。

、

ｉ
可
や
僅
日
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｈ
９
・
ｊ
Ｔ
ｐ
“
″
，
Ｅ
、
γ
１
Ｊ

Ｉ

地
〃
グ

'I

私

小
＄
呼
冬
杵

』
Ｉ
Ｆ
Ｎ

§

急
談
勘

』 ，
伽
脇

呈
繍

､ 、凸 一-一 一一一一 一一 - h画 - - 五一 一一= --- - ジー ニ ■ ご 凸一与一 一 一 L 一一一 ℃匙 一一
0



ｒ
■
■
１
１
１
１
１

｜
|’

0

脱

》
轡
嘩
曾
や
／
‐
趣
フ
、
吟
●
助
ｆ
Ｉ
ｖ
ｆ
、
吟
灼
，
〃
肌

ご
■
■
■
■
０
１

‐

、

憩
う
恥
も
，
Ｆ
勺
と

氷
椎
噌
～
く
漁
ん
刊
一
り
沁
糸
＃
：
フ
戦

す
る

型

川
Ｉ
肱
ヅ
仏
４
－
獅
ｊ
Ｉ
～
ん
１
１
↓
ｆ
語
？
の
赦
唾
才
圭
系
宅

農
白
川
や
喝
ノ
ー
、
、

↓
心
う
ん
内
虹
、
心

嘩
晶
Ｌ
Ｙ
為
廿
フ
》
ァ
珍
心
ｊ
松
や
‐
斯
必
り
ふ

堪
妨
１
や
錦
上
淀
の
燗
吃
奉
卑

ﾉ塁漁

"墓

:;
ri
さ や

伽羅 1
1叶参

;
鶴

濃
圓
‐
や
妾
ｒ
買
唖
よ
う
Ｌ
令
く
駁

令

吟
珍
品
ｆ
く
ち
』
て
ｋ
７
ふ
、
偽
為
ノ
ー
入
夕
、

噌
吟
燈
、
球
鴬
、
の
嘘
や
、
吟
ｌ
Ｔ
ｈ
ぞ

徳
魂
の
嫁
ｔ
‐
、
恥
７
１
軌
も
塁
へ
ら

ャ
淡
恥
や
？
；
火
Ｉ
少
を
診
§
２
忽
心
ね

れ
Ｉ
何
の
涌
難
；
瀞
、
＄
可
と
皇
悪
漁

ｌ

ｂ

■

■

ワ

一

L
|‐
1

日
▲
■
■
。

杓
も
ラ
ゲ
で
や
蓬
④
恥
加
州

、希

’二
‐
、
‐
Ｉ
Ｊ

Ｉ、、

で
J
1

‘
田

ダ

'vl1

A ,

1 ' 』

アツ
P

JI
JI 』

‐
１
↓
↓
俄
壷
１
．

帖
緬
肌
》
§
‐

一睡〒－－－一､－．－~－~~~－．－－‐

」



－

ーー－－－－－－－－

『．､ｺﾍｰｰﾉ、ザノ､戸ﾂ、苛采--"共－－亀『

し
１
Ｆ
可

片
全
寺
言
全
一

W L Fも

承お#J-MJ､．‘吋峅と、罰〆~へsざ、斜．~:ek>w
寺､ｦ等/ター、蕊‘吉奈と一言'-,3～令学ご＞轍汎

4～re壗淵ｰ-JYW'-ﾍ忍一ア-f･ ､S>､今,巡潮
亜

一､妄-洋--.．一・､>～~S､s』〆鳶榊＞釜

令
今
”

《
》

ト

ー
ｒ
可

型

型
一
ロ
ー

』

１
１
１
１

一

些苓一週声●〃一言
｡

'G券、一 一､‘
－－

’

～夢写4画令画 ＜>対ず

卜一
一
一 夢 〆｡一

日

戸戸一

B
1

■
↑

Ｐ －

グー

4 、

逸

一

1
b ･

■

ア

篦．典“ ・掌

‘ｱ數一、含夕御
1
J

一コ
雨鴛〆やP～‐惠

■

一ザ

白
馳
４
日
ロ

I■｜

球群

学勃ぐ

轍

か

ジ

1

1

r~Fwけづ-ぜ､j/－－－鍼餌′ふ

けP重く,ざｼ､-寺ｷ封誇ざ弓､/fナー'ゴジ’
” ’

一
一

一一



一

－－

●

Ｉ
‐
Ｉ

0

~

猿
ノ、

今

＆

）

三一

燈凧
の 弓内

1 。

偽
、
人
為
？
Ｉ
罰
～
い
き
や
ｆ
／
方
も
も
や

I
卜

盈
I

の
塾
零
Ｋ
‐
、
Ｉ
へ
世
ノ
ノ
ー
ノ
い
夕
Ｌ
ふ
／
３
忽

げ
へ ■

の

IW
、 の⑳

、
毒
形
‐
、
、

司鷺
沁
延
ｊ

言
や
恥
椚
Ｉ

裳
q

尋
７
瓦

ザ

そ
，を

Ａ
■
Ｖ

の

ら
ー

▲

４

′,『 ｍ
〆
荊
ｌ
芝
～
れ
う
峯
叫
換
弘

ｐ
１
．

、

■ 『

Ｉ
ｊ
う
ｌ
く
す
呼
拘
恥

４
〃
ｆ
今

、

卜

《 手や

丸1．税
鎚w

くら

墨 署逓
鳥薑
汽顎蕉

ア
》
唾
律
、

ら I 、
狗
咽
～
③

I

の
「

ｌ

’
個
唾
》
血
刀
了

明

心
強
為
熟
戟

ざ
ん
叩

息 滝桐
01

■

|誰=I

１
Ｊ

J

｣W
々
〃 姉 脇

Ｉ
Ｌ

、
一
一

１

b ■ ■一＝画 一 一 ロー■､~－－■■－ と h -- - -a一一一一一ｴ ﾆ ｰｰ

ー

I



－

－－－

一一

戸

－

、、

Ｉ

岬

噸
〆
箪
７
人
、
‐
７
‐
、
く
０
八
Ａ
ご
っ
．
、
‐
。
～
、
、
‐

五
Ｊ
７
，

￥
ん
ｉ
蛎
心
号
胤
Ｌ
ｚ
ｆ
ノ
ー
や
喰
唾

塾
呂
粘
や
椎
寺
！
鯉
ｆ
く
Ⅸ
刃

Ａ
７
Ｉ
３
や
Ｌ
背
Ｌ
誰
子
や
’
ず
人
脆
吟
夕
ｎ
Ｖ
乍
ｆ
ｎ

謎
ｉ
ｊ
零
世
ｆ
』
ず
ｌ
ｙ
牛
の
Ｙ
ぷ
罰
塊
Ｉ
小
や
、
杓
耐
ず
３
ｊ
午
《

セ
メ

や
う
て
穐
湧
う
苦
永
で
心
裂
く
弓
塚
色
‐
乱

晶
っ
気
寧
↓
で
脇
ぞ
あ
１
９

僧
函
“
恥
・
Ｂ
Ｆ
Ｌ
把
捗
》
１
１

罰
晦
叩
″
’
〃
ｒ
、
顛
嘩
座
、
、
詣
唖
や
（
ｖ
ｊ
，
肝
●
ｐ

浄
珍
Ｌ
鼻
泌
Ｐ
Ｊ
で

１
，

罪

司
．
』

セ
唯
稲
ら
又
り
く
１
、
よ
恥
ト
ー
Ｐ
４
や
牡
‐
の
、
ャ
３
荊
延
§
て
．

、
へ
恥
正
価
‐
‐
う
肇
臆
”
』
、
。
●
〃
ｊ
１

《
》
》
”
蔵
延
岡
画
一
ｒ
’
○
』
〃
、
。
や
』
ｒ
陶
画
，
〃
、
１
Ｊ
へ
追
討
典
Ｅ
、
ｙ
ｌ
０
の
，
Ｊ
“
ハ
ア
匂
，
‐
蕊

可卜

ｒ
聡
ら
帆
～
州
Ｙ
ト
ー
脱
鳴
〃
ｊ
０
７
ｌ
’
恥刈

巻
埼

勺

I
』晶

罪,
＄

職や
‐
封

・
画
同
睡
』

１
１

b q

f/'
■

近
惚

」

‘｜
●

＝

､、愈
即
や
§
沁
卜
ｋ
世
人
吸
郡
端

１
、
脇
１
を
ど
の
糀
溌
備

翰
侭
久
２
３
姦
特
鳶

（
４
遊
；
噺
も
う
ふ

４
世
６
項
も
＃
象

、

り
可
４
も
他
、

３
人
沙
八
ふ
髄

9

､

i恥
、

ヤ

秒3
＄刃
工

【

と N司引,§
＆

球 、

6 1省

夕

▲

ｲl j
n

,f "

1

圭一一一

４
．
亀
啄

」

I
ー

一一一

一

b一一



－－－－‘マ
ワ

一－－－ ゞ ‐ 一一一一 一一=－一一一＝－一一一＝
q ■

0

..－－』竃縦こ
‐

稗

r~汐

Q

l
D

P二

ヨ

詫姶
、

M

捻
り

1
働、

吋、
，

L E

焔
、

:

、

q陳
。

〆

ﾒ劃のつ

す

し

Ｊ

Ｊ
ｊ
／

帆
励
。

し1

、
I『 ●| ､Ia一

、
上
伽
７
～
ム
ヅ
４
，
１
Ｉ

ふ
う
崎
も
洲
ム
？

、
上
伽
７
～
ム
ヅ
４
，
１
Ｉ

ふ
う
崎
も
洲
ム
？

、
も

』可
一

界

｡

町
二 ン、

I
シ

n
町■

け

a ●

し
1

少

▲
ｂ

1

【『
Ｐ

＝生一一一一ゴ■ ＝

一矛一一 一一一一一一■■一■， 一一口－一



一一星一二一毛一－－－

●

Q 一一一.一一一『ﾛﾛ上一

へ
●

の

■ 可

一

綴這 一一一'も
戸

、 D

過ア･ｰ －－

－－

，屯

G

い
「●

I

ヘ祖。

P

言

e

、
，

’

フIY． 、
ノ j

..(を
〃

々

L

｡

●

二
一

蝉

|L 銀
へ

ｑ
〃
負
ぜ
ぴ

ク
●
④
Ｆ

４

Ｐ

〃

’

＝二

9

▽

二 ､

凸

’'
d L

Ｉ
ｌ
ｒ
１
Ｂ
Ｂ
Ｈ
０
Ｉ
ｌ
６
８
■
０
リ
ー
Ｉ
■

’

』
ぬ

己

》

0

F
ノ

hU

＝

生 -



◆

■

△

む

じ

、
祠

８

１
．

一

一

､縦這 〃一
一一

－－戸

＝
Fqも

＝

や
樹

ー

、

、

、

●

、

』

ノ．
へ

｡●

ウ
企

〆

｡

b

灰

雨

豆

～

‐

_■


